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(百万円未満切捨て)

１．2025年11月期第３四半期の連結業績（2024年11月21日～2025年８月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 67,687 3.0 5,560 24.2 6,107 14.8 4,137 △15.1

2024年11月期第３四半期 65,735 6.1 4,478 6.5 5,317 △2.0 4,874 31.3
(注) 包括利益 2025年11月期第３四半期 5,495百万円(△23.1％) 2024年11月期第３四半期 7,144百万円( 63.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期第３四半期 63.47 －

2024年11月期第３四半期 72.47 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 110,598 85,881 76.9

2024年11月期 114,769 87,305 75.3
(参考) 自己資本 2025年11月期第３四半期 85,012百万円 2024年11月期 86,465百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 － 17.00 － 23.00 40.00

2025年11月期 － 30.00 －

2025年11月期(予想) 34.00 64.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年11月21日～2025年11月20日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 90,000 3.2 7,000 17.5 7,500 1.3 4,800 △25.7 72.46
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 -社（社名） 、除外 -社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年11月期３Ｑ 72,600,000株 2024年11月期 72,600,000株

② 期末自己株式数 2025年11月期３Ｑ 9,104,691株 2024年11月期 7,001,517株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年11月期３Ｑ 65,186,407株 2024年11月期３Ｑ 67,264,370株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におきましては、世界的には米国の政策動向や中国経済の見通し等、先行きの不透明な

状況が続きました。我が国においては堅調なインバウンド需要や個人消費の改善など、景気の緩やかな持ち直しが見

られますが、物価の上昇や地政学的リスクなどによる影響が下振れの要因として懸念されます。

このような経営環境の中で、当社グループは2022年11月21日より、暮らしの課題、社会の課題を解決しながら持続

的に成長するソリューションブランドへ着実に移行「シフト」するため、中期3ヵ年計画『SHIFT』をスタートし、具

体的施策の実行に向けて取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年実績から1,951百万円増加し67,687百万円（前年同期比は3.0％増）と

なりました。製品区分別では、調理家電製品が前年を上回ったほか、生活家電製品も順調に推移しました。国内売上

高は44,190百万円（前年同期比は10.2％増）、海外売上高は23,497百万円（同8.4％減）となり、海外売上高構成比は

34.7％となりました。海外では台湾の販売が好調でしたが、中国が前年から大幅に減少しました。

利益につきましては、販売費及び一般管理費は増加しましたが、国内で高単価の商品を中心に販売が好調に推移し

たことに加え、円安による輸入コストの上昇に対する価格転嫁を進めたことで、営業利益は5,560百万円（前年同期比

は24.2％増）となりました。経常利益は為替差損により6,107百万円（同14.8％増）となり、前年は物流倉庫の移転に

伴う土地・建物の譲渡により固定資産売却益を特別利益として計上していたため、親会社株主に帰属する四半期純利

益は4,137百万円（同15.1％減）となりました。

製品区分別の業績は次のとおりであります。

①調理家電製品

調理家電製品の売上高は、49,288百万円（前年同期比5.1％増）となりました。

国内では、最上位機種である圧力IH炊飯ジャー「炎舞炊き」が好調に推移したことにより、炊飯ジャーは前年実

績を上回りました。また、オーブンレンジ「EVERINO」の販売が好調だったほか、オーブントースターやホットプレ

ート、電気ケトルも好調に推移しました。

海外では、台湾でオーブンレンジ「EVERINO」が好調に推移したほか、北米と台湾で炊飯ジャーが前年実績を上回

ったものの、中国で炊飯ジャーや電気ポットが減少したことで、全体では前年実績を下回りました。

②リビング製品

リビング製品の売上高は、12,734百万円（前年同期比10.6％減）となりました。

国内では、ステンレススープジャーの販売が好調に推移したものの、ステンレスボトルが減少したことで、全体

では前年実績を下回りました。

海外では、主力の中国市場でステンレスボトルやステンレスポットの販売が苦戦したことにより、全体で前年実

績を下回りました。

③生活家電製品

生活家電製品の売上高は、3,730百万円（前年同期比31.3％増）となりました。

国内では、需要の高まりを受けて加湿器の販売が好調だったほか、食器乾燥器や空気清浄機、ふとん乾燥機も好

調に推移し、前年実績を上回りました。

海外では、加湿器が韓国で減少したことにより、前年実績を下回りました。

④その他製品

その他製品の売上高は、1,935百万円（前年同期比9.4％増）となりました。
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・地域別製品区分別売上高

(単位：百万円)

日本

海外

合計アジア
北中南米 その他 計

内、中国

売上高

調理家電 33,335 7,657 2,066 8,104 189 15,952 49,288

リビング 5,965 5,151 2,449 1,002 614 6,768 12,734

生活家電 3,494 235 40 － － 235 3,730

その他 1,393 432 160 104 4 541 1,935

44,190 13,476 4,716 9,212 808 23,497 67,687

構成比(％) 65.3 19.9 7.0 13.6 1.2 34.7 100.0

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が4,171百万円減少、負債が2,748

百万円減少しました。また純資産は1,423百万円減少しました。その結果、自己資本比率は1.6ポイント増加し76.9％

となりました。

総資産の減少4,171百万円は、流動資産の減少4,992百万円及び固定資産の増加821百万円によるものであります。

流動資産4,992百万円の減少は主に、現金及び預金994百万円、原材料及び貯蔵品415百万円増加した一方、受取手形

及び売掛金4,916百万円、商品及び製品1,030百万円、その他流動資産480百万円が減少したことによるものでありま

す。また、固定資産821百万円の増加は主に、工具、器具及び備品223百万円、繰延税金資産172百万円、リース資産

148百万円が減少した一方、投資有価証券1,012百万円、退職給付に係る資産130百万円が増加したことによるものであ

ります。

負債の減少2,748百万円は、流動負債の減少3,776百万円及び固定負債の増加1,027百万円によるものであります。

流動負債3,776百万円の減少は主に、その他流動負債472百万円、支払手形及び買掛金167百万円が増加した一方、未

払法人税等1,899百万円、１年内返済予定の長期借入金1,500百万円、賞与引当金594百万円が減少したことによるもの

であります。また、固定負債1,027百万円の増加は主に、リース債務142百万円が減少した一方、繰延税金負債1,192百

万円が増加したことによるものであります。

純資産の減少1,423百万円は主に、その他有価証券評価差額金863百万円、利益剰余金659百万円、為替換算調整勘定

373百万円が増加した一方、自己株式3,382百万円が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年11月期の連結業績予想につきましては、第３四半期連結累計期間の業績の状況等をふまえ、2025年７月１日

の「（訂正・数値データ訂正）業績予想の修正に関するお知らせの一部訂正について」で公表いたしました業績予想

を据え置いております。

なお、業績予想で前提としております為替レートは、１ドル＝150円です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,726 34,721

受取手形及び売掛金 15,994 11,078

電子記録債権 1,275 1,321

商品及び製品 24,324 23,294

仕掛品 393 370

原材料及び貯蔵品 6,012 6,427

その他 2,939 2,459

貸倒引当金 △22 △21

流動資産合計 84,644 79,651

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,399 13,434

減価償却累計額 △10,458 △10,545

建物及び構築物（純額） 2,940 2,889

機械装置及び運搬具 4,038 4,106

減価償却累計額 △3,637 △3,620

機械装置及び運搬具（純額） 400 485

工具、器具及び備品 12,169 12,407

減価償却累計額 △10,006 △10,468

工具、器具及び備品（純額） 2,162 1,938

土地 6,970 6,971

リース資産 3,212 3,178

減価償却累計額 △1,641 △1,756

リース資産（純額） 1,570 1,422

建設仮勘定 85 160

有形固定資産合計 14,130 13,867

無形固定資産

ソフトウエア 507 562

その他 176 174

無形固定資産合計 684 736

投資その他の資産

投資有価証券 9,272 10,285

繰延税金資産 619 446

退職給付に係る資産 4,825 4,956

その他 596 681

貸倒引当金 △2 △27

投資その他の資産合計 15,311 16,342

固定資産合計 30,125 30,946

資産合計 114,769 110,598
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,093 7,260

１年内返済予定の長期借入金 1,500 -

リース債務 585 564

未払費用 4,629 4,469

未払法人税等 2,138 239

契約負債 219 173

返金負債 1,946 1,807

賞与引当金 1,254 660

製品保証引当金 414 356

その他 1,550 2,022

流動負債合計 21,331 17,555

固定負債

リース債務 1,107 965

繰延税金負債 2,249 3,441

退職給付に係る負債 2,532 2,514

その他 244 239

固定負債合計 6,133 7,160

負債合計 27,464 24,716

純資産の部

株主資本

資本金 4,022 4,022

資本剰余金 4,327 4,353

利益剰余金 73,555 74,215

自己株式 △4,220 △7,603

株主資本合計 77,685 74,988

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,116 3,979

為替換算調整勘定 5,109 5,482

退職給付に係る調整累計額 554 561

その他の包括利益累計額合計 8,780 10,023

非支配株主持分 839 869

純資産合計 87,305 85,881

負債純資産合計 114,769 110,598
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年11月21日
至 2024年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年11月21日
至 2025年８月20日)

売上高 65,735 67,687

売上原価 44,659 45,269

売上総利益 21,075 22,418

販売費及び一般管理費 16,597 16,858

営業利益 4,478 5,560

営業外収益

受取利息 302 265

受取配当金 139 182

仕入割引 18 20

持分法による投資利益 342 288

受取ロイヤリティー 31 30

受取賃貸料 86 86

増値税還付金 - 9

その他 66 89

営業外収益合計 988 972

営業外費用

支払利息 52 31

固定資産賃貸費用 14 25

為替差損 61 290

その他 20 77

営業外費用合計 148 424

経常利益 5,317 6,107

特別利益

固定資産売却益 1,916 6

投資有価証券売却益 41 -

特別利益合計 1,958 6

特別損失

固定資産除却損 31 9

特別損失合計 31 9

税金等調整前四半期純利益 7,244 6,104

法人税、住民税及び事業税 1,923 897

法人税等調整額 381 915

法人税等合計 2,305 1,813

四半期純利益 4,938 4,290

非支配株主に帰属する四半期純利益 64 153

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,874 4,137
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年11月21日
至 2024年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年11月21日
至 2025年８月20日)

四半期純利益 4,938 4,290

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 572 863

為替換算調整勘定 1,490 335

退職給付に係る調整額 9 6

持分法適用会社に対する持分相当額 133 △0

その他の包括利益合計 2,205 1,204

四半期包括利益 7,144 5,495

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,059 5,380

非支配株主に係る四半期包括利益 84 114
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（法人税等の税率の変更による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会で成立したことに伴

い、2026年４月１日以後に開始する連結会計年度より、「防衛特別法人税」が課されることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、2026年11月21日に開始する

連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については、従来の30.62％から31.52％に変更となります。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年11月21日 至 2024年８月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売及びこれらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品以外の事業

の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年11月21日 至 2025年８月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売及びこれらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品以外の事業

の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年11月21日
至 2024年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年11月21日
至 2025年８月20日)

減価償却費 1,695百万円 1,668百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年９月30日

象印マホービン株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 千 葉 一 史

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 玉 垣 奈 津 子

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている象印マホービン株式会社の2024年11月21日から2025

年11月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年５月21日から2025年８月20日まで）及び第３四半期

連結累計期間（2024年11月21日から2025年８月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関す

る会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠

して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要

な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起するこ

と、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対し

て限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


